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第 1章

EViewsのインストールと登録

1.1 はじめに。

EViews9 をご購入いただきありがとうございます

本書の手順に従って EViews9 のインストールとオンライン登録を行ってください。

ここで説明する内容は EViews のシングルユーザライセンスおよびボリュームライセン

スプログラムのクライアントであるシートライセンスのお客様を対象とするものです。

ネットワーク同時 起動型ライセンスの場合はインストール/オンライン登録の手順が異な

りますのでご注意ください (本書では説明しておりません)。

1.2 EViewsのインストール

お手元の CD-ROM またはダウンロードしたインストーラを利用して EViews9 をインス

トールし ます。

1.2.1 32bit版と 64bit版の違い

EViews9は 32bit版と 64bit版の両方が利用可能です。お客様が 64bit版のウィンドウズ

をお使いの場合、32bit版 EViewsの他に、64bit版 EViewsをインストールするという
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選択肢があります。また、同じ 64bitマシンに両方のバージョンをインストールすること

も可能です。

64bit 版 EViews を利用することで、以前より大きいサイズのワークファイルを作成し、

利用することが可能になります。ワークファイルは 1 億 2 千万の観測値を含むことが可

能になり、オブジェクト数はお客様が利用可能なメモリ量にのみ制約されることとなりま

す。しかしながら、64bit版 EViewsで作成したワークファイルを開くためには 64bit版

EViewsがインストールされている必要があるため、他人とワークファイルを共有する予

定がある場合はその点にお気をつけください。

1.2.2 インストール

ダウンロードしたファイルからインストールする場合は“ EViews9Installer.exe ” または

“EViews9Installer(64-bit).exe”をクリックします。

• 最初に使用許諾書 (License Agreement) の承認を求める画面を表示します。続け

て EViews のインストール先ディレクトリを確認するダイアログを表示します。デ

フォル トのディレクトリを変更する場合は Browse ボタンをクリックして目的の

ディレクトリを選択します。そしてNext ボタンをクリックします。

• 氏名 (半角英数)とシリアル番号を入力します。シングルユーザライセンス用のシ

リアル番号は 24 桁です。CD-ROM のケースにシリアル番号のシールが貼ってあ

りますのでご確認ください。ボリュームライセンスの場合、クライアントに 1 台

ずつインストールしますが、その場合は管理者からシリアル番号を取得してくださ

い。シリアル番号と名前を入力したら Next ボタンをクリックします。

• インストールするコンポーネントを確認し Next ボタンをクリックします。

• 最後にスタートメニューフォルダに EViews のサンプルファイルフォルダと

EViews プログラムのショートカットを配置するか、ご自分の好みに応じて決めま

す。ここで Next ボタンをクリックすると、実際のインストールを開始します。

インストールの途中で EViews は.WF1, .PRG, .EDB, .AIPS, .UIPZ というファイル拡

張子を EViews に関連付けするか確認するダイアログを表示します。すでに EViews の

旧バージョンでこれらの拡張子を関連付けしている場合、その関連付けの上書きを確認

するダイアログを表示しま す。関連付けが正しくなされている場合、これらの拡張子の

ファイルをダブルクリックすると EViews9 が起動します。
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インストールが完了したら Finish ボタンをクリックします。EViews のショートカッ

トを作成した場合、ここでスタートメニューフォルダを表示します。EViews を起動する

場合はここで EViews9 のアイコンをダブルクリックします。デスクトップやスタートメ

ニューにショートカッ トを作成した場合はそれを選択することで EViews を起動できま

す。先に登録した拡張子を持つファイルをダブルクリックするか、または、EViews のイ

ンストールディレクトリで EViews のアイコンをダブルクリックして EViews を起動す

ることもできます。

1.3 EViewsの登録

1.3.1 登録とは?

EViews9 を利用する前にシリアル番号を利用してプログラムを開発元 IHS Global 社の

サーバに登録する必要があります。登録作業によりシリアル番号とパソコン固有のマシン

ID、そして氏名 を開発元に登録し、同時に、Windows のレジストリ、Mac の場合はア

プリケーションサポートデ ィレクトリに EViews を起動するための情報を書き込みます。

この一連の作業は数秒間のうちに、 EViews の登録プログラムが自動的に行います。

インストールの後、EViewsを起動すると PCの登録画面を表示します。Windows マシ

ンの場合、そのまま登録作業を行ってください。登録を後回しにする場合でもインストー

ルから 30 日以内に 登録してください。その間、EViews を起動する度に、登録を促す画

面を表示します。30 日が経過してしまうと、未登録の EViews は起動しなくなります。

※ EViews のシングルユーザおよびスタンドアロンライセンス (サイトライセンス用の特

別ライセンス)をご利用の場合、その運用方法にご注意ください。ライセンスの購入者は

自分用に自宅、研究室、そして持ち運び用のノート PC など合計 3 台の PCを登録でき

ます。または、研究室の 1 台の PCを登録し、インストールした EViews を複数の研究

者が交互に利用することが許可されています。したがって、研究室内の複数の PC を登録

し、それぞれ複数の研究者が利用するような運用方法は使用許諾書において許可されてお

りません。不正な方法で EViews を運用している場合、テクニカルサポートや PCの買い

替えに伴う登録情報の更新サービスの対象外となりますのでご注意ください。

シングルユーザライセンス (“90A” もしくは“90B”で始まります)とスタンドアロンライ

センス (“90S”で始まります) はそれぞれ 3 台まで登録できます。PC の故障や買い替え

などでこの枠を超えてしまう場合は、当社までご連絡ください。
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“90C”で始まるボリュームライセンスの場合、1 つのシリアル番号で複数の PC を登録す

ることはできません。PC1 台ごとに異なるシリアル番号を用いて PC を登録します。つ

まり、ボリュー ムライセンスをご購入の場合、研究室、自宅、持ち運び用のノート PC に

おいて異なるシリアル番号をご利用いただくことになります。

登録作業は 1 度だけ行っていただくものです。同じ PC に再インストールしてもそれは

カウントされません。ただし、ハードディスクを初期化して再インストールすると、それ

を新しい PC と認識し、登録する事になります。

PC の交換、故障などによって 3 つの登録制限を超えてしまう場合は、累計として 4 つ

目の登録を行う前にご連絡ください。不要な PCの情報をサーバから削除いたします。た

だし、サーバの管理は米国にて行っておりますので、この作業には最短でも 2 日を要し

ます。

1.3.2 登録方法

登録作業を開始する前に製品のシリアル番号を手元に用意してください。シリアル番号は

登録作業の際に入力します。

先に説明した方法で EViewsを起動します。
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EViewsの登録作業をまだ行っていない場合、EViews は上図に示すダイアログを表示し

ます。ダイアログには当該 PC がまだ登録されていない事を示すメッセージが表示され

ます。未登録の状態で起動可能な残日数も合わせて表示されます。

登録には 2 つの方法があります。EViews の自動登録機能を利用する場合は Auto

Registration. . .を、手作業で登録する場合 は Manual Registration. . .のボタンを

クリックします。ボタンをクリックすると、次の登録ステップを示すダイアログを表示し

ます。

登録を後回しにする場合は I will register later ボタンをクリックします。このオプ

ションを利用し、かつ登録の猶予期間が残 っている場合、EViews はこのダイアログを閉

じ、通常の状態で起動します。さながら登録が完了しているのと同じ状態で EViews を利

用できます。しかし、猶予期間が経過してしまうと、登録を実行しない限り EViews は起

動できなくなります。
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自動登録

PC がインターネットに接続可能な場合、自動登録を利用すると瞬時に登録作業を行えま

す。Auto Registration. . .ボタンをクリックし、必要な情報を画面に入力します。

*シリアル番号は、ハイフンを含め正確に入力していただくようお願い申し上げます。

*トラブルの原因となりえますので、Name欄を日本語で入力することは極力お控えくだ

さい。なお、Name欄の情報は、一度登録すると FAQに後述しているプロセスを経なけ

れば変更することができませんのでご注意ください。

EViewsは PC から収集した情報をダイアログに表示します。自動登録を継続する場合は

ここで、 Serial# と Name のフィールドの情報を確認し、未入力の情報を入力します。

Register Now ボタンをクリックすると、EViews はオンラインで登録サーバにアクセ

スし、ダイアログ内の情報をサーバに転送します。サーバは登録情報を受信し、EViews

の起動に必要な情報を PCに書き込みます。

登録が完了したことを示すメッセージと、当該のシリアル番号によりサーバに登録されて

いる PCの台数がダイアログに表示されます。

自動登録を中止する場合は Exit without registering ボタンをクリックすると、登録

の最初の画面に戻ります。

場合によっては自動登録できないことがあります。もちろん、インターネットに接続でき

なければ自動登録機能は利用できません。自動登録できない場合は、PC がインターネッ
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トに正しく接続できる事を確認してください。また、セキュリティレベルの問題で、開発

元サーバにアクセス できない事もあります。さらに、サーバが何らかの理由により一時

的に利用できない状態になっている事も考えられます。

自動登録が行えない場合は次に示す手作業による登録 (マニュアル登録)を行うか、また

はテクニカ ルサポートまでご相談ください。

マニュアル登録

何らかの理由により自動登録できない場合は、次に示す手順でマニュアル登録を行いま

す。最初の登録ダイアログでManual Registration. . .をクリックし、次に示すマニュ

アル登録のダイアログを表示します。
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マニュアル登録を行う場合、このダイアログに 3つの情報を入力する必要があります。シ

リアル番号、氏名、そして 36桁の登録キー (registration key)です。登録キーは次に示す

手順でインターネットに接続可能な PCを利用して取得します。

登録キーはインターネットブラウザを利用して取得します。まず、次のウェブサイトにア

クセス します。

http://www.eviews.com/register/

登録のページを表示し、名前 (半角英数)、シリアル番号、マシン IDを入力して Submit

the formボタンをクリックします。画面に 36ケタの登録キーが表示されます。

*シリアル番号は、ハイフンを含め正確に入力していただくようお願い申し上げます。

*トラブルの原因となりえますので、Name欄を日本語で入力することは極力お控えくだ

さい。なお、Name欄の情報は、一度登録すると FAQに後述しているプロセスを経なけ

れば変更することができませんのでご注意ください。

登録キーを画面上でコピーして EViews の登録画面に貼り付けます。EViews の登録画面

を再度表示する場合はEViewsのメインメニューでHelp/EViews Registration. . .と

操作します。

ここで氏名とシリアル番号が登録キーを取得した時のブラウザの情報と同じであることを

確認します。そして登録キーを入力し、OKボタンをクリックします。

入力した情報に問題がなければ登録が正常に完了したことを示すメッセージが表示されま

す。インターネットにアクセスすることができない場合は弊社までご相談ください。

株式会社ライトストーン テクニカルサポート

TEL 03-5600-7202

tech@lightstone.co.jp

※ 弊社以外の IHS Global 社代理店経由でご購入いただいた EViews のサポートはご購

入元の代理店様へお問い合わせください。

お問い合わせの際はシリアル番号を予めお手元にご用意ください。メールの際は文中に書

き添えてくださるようお願い申し上げます。
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1.3.3 お客様情報

登録が完了すると、EViewsはお客様情報を入力するページを表示します。ここに入力し

た情報は開発元 IHS Global 社に転送され、顧客管理の目的にのみ利用されます。日本国

内のサポートとは関係ありませんので必ずしも入力していただく必要はございません。

1.3.4 登録に関する Q&A

登録作業に関連してよくいただくお問い合わせをまとめました。ご一読ください。

Q. EViews のインストールが完了しました。EViews のシリアル番号はどこを見れば分

かりますか?

A. インストールが完了しているのであれば、EViews を起動し、メインメニューから

Help/AboutEViews と操作します。ダイアログにシリアル番号とビルド (日付) を表

示します。

Q. ブラウザを利用して登録キーを入手しましたが、うまく EViews を登録できません。

何が原因 でしょうか?

A. ブラウザで入力した氏名またはシリアル番号が、手元の PCに入力した情報と異なる

場合にこのような状態になります。両者の情報に違いがないか、まずご確認ください。半

角英数の氏名は大文字と小文字を区別しません。また、氏名を日本語で入力している場

合、両者が一致していてもトラブルの原因になる場合があります。テクニカルサポートま

でご連絡ください。

Q. Enterprise 版を購入しましたが、Standard 版としての機能しか確認できません。

CD-ROMを交換していただけますか?

A. テクニカルサポートまでご連絡ください。シリアル番号自体に問題がなければ、登

録サーバ側の調整によりそのまま Enterprise版に切り替えることができます。再インス

トールなどの作業は必要ありません。

Q. 新しい PCを購入しました。3台の登録の枠を超えてしまうので登録できません。ど

うすれば良いでしょうか?

A. 不要になった PCのマシン IDをご連絡ください。その情報をサーバから削除し、枠を

確保いたします。
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Q. 登録時に使用した氏名を変更したいのですが、どうすれば良いでしょうか?

A. 登録時の情報は PC に書き込まれていますので、自由に変更することはできません。

ご希望の場合はテクニカルサポートまでご連絡ください。

Q. うまく登録できません。どうすれば良いでしょうか?

A. 自動登録、マニュアル登録のどちらもうまく行かない場合はテクニカルサポートまで

ご相談ください。

1.4 EViewsのアップデート

EViews9 の自動更新機能をオンにしておくと起動時に必ず更新版の存在をチェックし、

新しいバージョンをインストールします。自動更新機能のオン/オフはメインメニューの

Options/EViews Auto-Update from webコマンドを利用します。

更新版の存在をその都度確認する場合は EViews Auto-Update from webメニュー

から Check Now. . .コマンドを選択するか、または、Help メニューから EViews

Updateコマンドを選択します。

EViewsの開発元ウェブサイトで直接アップデート (プログラム、マニュアル、サンプル

データ、 サンプルプログラムなど)の有無を確認することもできます。次のウェブサイト

をご参照ください。
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http://www.eviews.com

このサイトからダウンロードのページにアクセスします。アップデートを行っても再度登

録を行っていただく必要はございません。更新版をダウンロードすると自動的にインス

トールを開始しますので、画面の指示に従ってください。

1.5 ヘルプ情報について

EViews のプログラムをインストールすると、インタラクティブなヘルプシステムとの

PDF 版マニュアルを同時にインストールします。 また、ユーザ間で情報交換を行う

EViewsフォーラムが米国開発元にて運営されております。

1.5.1 ヘルプシステム

EViews のすべての機能を説明するドキュメンテーションはヘルプシステムを利用

して参照可能です。EViews のヘルプシステムを利用する場合はメインメニューから

Help/EViews Help Topics. . .または、Help/Quick Help Referenceと操作しま

す。そして目的のトピックを選択して説明のページを画面に表示します。

1.5.2 EViewsのマニュアル (PDF)

EViewsをインストールするとそのマニュアル (PDF)も同時にインストールします。

インストール時にマニュアルの PDF版も一緒にインストールしておけば、EViewsのメ

インメニ ューにあるHelpコマンドから目的のマニュアルを参照できます。PDFファイ

ルを直接参照する場合は EViewsのインストールディレクトリにある“Docs”フォルダ内

を参照してください。

1.5.3 チュートリアル

米国の開発元が EViewsの機能を紹介する資料を用意しておりますので、そちらも是非一

度ご確認ください。

http://www.eviews.com/Learning/index.html
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1.5.4 EViewsフォーラム

マニュアルやオンラインヘルプの情報を補完するものとして、EViewsオンラインフォー

ラムが用意されています。インストールや操作方法など EViews に関する多くの情報を

ユーザ間 で共有するサイトです。フォーラムサイトのアドレスは次の通りです。

http://forums.eviews.com
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第 2章

EViews 9の新機能

EViews9の主な新機能をご紹介します。

2.1 基本インタフェース

EViews 9 では基本インタフェースが改善されました。主な新機能を次に示しています。

• 対話型インターフェースのコマンドキャプチャー機能 (“コマンドキャプチャー機

能”)

• ドック可能なコマンドウィンドウとキャプチャウィンドウ (“ウィンドウドッキン

グ”)

• データベースとワークファイルのオブジェクトプレビュー (“データベースとワー

クファイルのプレビュー機能”)

次の内容は以下のグラフ、テーブル、スプールにおいて記載されていますが、インタフェー

スとも重要な関連があります。

• グラフのパンとズーム (“グラフのパンとズーム”)

• 複数グラフ表示スライドショー (“複数グラフ表示スライドショー”)

2.2 データの操作

• 強化された外部データのインポートおよびリンク (“強化されたデータインポート

とリンク”)
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• 新しい強力な FRED データベースインタフェース (“新しい FRED データベース

インタフェース”)

• クラウドドライブに保存されたデータへの直接アクセス (“クラウドドライブサ

ポート”)

• 日付データテーブルテンプレートのカスタマイズされた設定の保存と読み込み (“

日付データテーブルテンプレート”)

• 新しい度数変換の方法 (“新しい度数変換の方法”)

2.3 グラフ、テーブル、スプール

• グラフのパンとズーム (“グラフのパンとズーム”)

• 複数グラフ表示スライドショー (“マルチグラフスライドショー”)

• 異なるグラフ形式の組み合わせ (異なるグラフ形式の組み合わせ)

• 矩形と楕円の描画 (“矩形と楕円の描画”)

• データに基づいた矢印、矩形、楕円のアンカリング (“データによるアンカリング”)

• テーブル、グラフとスプールが LaTeX形式で出力可能に (“LaTeX 出力”)

2.4 計量経済学と統計学

2.4.1 計算機能

• 系列の自動 ARIMA予測 (“自動 ARIMA 予測”)

• 予測評価と組み合わせ検定 (“予測評価”)

• 予測の平均化 (“予測平均”)

• VAR予測 (“VAR予測”)

2.4.2 推定

• 自動ラグ選択機能付き自己回帰分布ラグ (ARDL) モデル (“自己回帰分布ラグ

(ARDL)モデル”)

• 最尤法 と一般化最小二乗法による ARMA モデルの推定 (“ML と GLS による

ARMA”)

• 実数和分 (ARFIMA )モデルの推定 (“実数和分 (ARFIMA)”)
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• パネルデータ ARDL モデルのプール平均グループ（Pooled Mean Group, PMG)

推定 (“パネル ARDL とプール平均グループ (Pooled Mean Group, PMG) 推定”)

• 閾値回帰分析 (“閾値回帰分析”)

• 新しい最適化エンジンと係数の共分散（“最適化エンジンと係数の共分散”)

2.4.3 検定と診断

• 構造変化がある場合の単位根検定 (“ブレークポイント付き単位根検定”)

• 横断面依存検定 (“パネルデータの横断面依存検定”)

• パネル効果検定 (“パネルランダム効果検定”)

2.5 その他の特徴

• シリーズ生成の新しい関数 (“シリーズ生成のための関数”)

• 行列言語ツールの追加 (“行列言語ツール”)

• 強化されたテーブルサポート (“テーブルツール”)

• 新しい一般的な情報ツール (“一般的な情報ツール”)

• 新しいオブジェクトデータメンバー (“オブジェクトデータメンバー”)

• アップデートされたグローバルコマンドリスト (“アップデートされたコマンドリ

スト”)

• アップデートされたオブジェクトコマンドリスト (“アップデートされたオブジェ

クトリスト”)

2.6 EViews9の互換性について

• EViews9の互換性について (“EViews9の互換性について”)

2.7 基本インタフェース

EViewsの基本インタフェースはいくつかの重要な点で改善されました。以下はそのハイ

ライトです。
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2.7.1 コマンドキャプチャー機能

EViews 9 は、ほとんどのオブジェクトビューとプロシージャ、および他のインタラク

ティブな操作で、コマンドキャプチャー機能を提供しています。コマンドキャプチャー機

能により、ユーザインターフェイスから操作を行ったときに、EViews に同等の出力を行

うためのコマンドが保存されます。

キャプチャーウィンドウの内容はコピーアンドペーストが可能で、ファイルに保存するこ

とも可能です。ウィンドウを右クリックすると、キャプチャーウィンドウのクリア、コ

ピー、ディスクに保存、またはウィンドウの内容を含む新しい untitled プログラムを開く

ことができます。

キャプチャーウィンドウを表示またはフォーカスするためには、メインメニューから、

Window/Display Command Capture Window と操作してください。

ただし、すべての操作にキャプチャ機能がついている訳ではございませんので、その点は

ご注意ください。たとえば、いくつかのタイプのグラフ作成と変更、オブジェクトビュー

のグラフカスタマイズ、テーブルやスプレッドシートの個々のセルの編集においてはキャ

プチャ機能をご利用いただけません。

• より詳しい議論については、コマンド& プログラミングリファレンスの“コマンド

キャプチャ”をご覧ください。
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2.7.2 ウィンドウドッキング

EViews 9 のコマンドとキャプチャーウィンドウ機能は、ドッキング, フローティングお

よび非表示が可能です。

これにより、たとえばノート型パソコンのようなディスプレイの小さな環境においても、

快適な作業が可能になります。

フローティングウィンドウは、今の作業スペースから移動できます。さらに、EViews フ

レームの外にウィンドウをフロートするようなこともできます。

• より詳しい議論については、コマンド& プログラミングリファレンスの“コマンド

＆キャプチャウィンドウドッキング” をご覧ください。
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2.7.3 データベースとワークファイルのプレビュー機能

以前のバージョンでは、目的のオブジェクトのオープンとクローズ操作を繰り返す必要が

あったため、データベースまたはワークファイルの内容をブラウズすることが簡単ではあ

りませんでした。

EViews 9 は、データベースまたはワークファイルのオブジェクトをプレビューする機能

を提供しています。プレビュー機能により、多数のオブジェクトをすばやくプレビューす

ることが可能になります。それぞれのオブジェクトのプレビューを通して、メタデータ

（たとえば、名前、タイプ、説明、頻度、最終更新、ソース、単位など）を確認したり、オ

ブジェクトタイプに固有の情報（たとえば、seriesオブジェクトであれば観測値と小さな

グラフが表示されますし、equationオブジェクトであれば推定結果が表示されます。）を

確認することができます。
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• より詳しい議論については、ユーザーズガイド I の“オブジェクトのプレビュー”

をご覧ください。

2.8 データの操作

EViews 9 は、データを処理するための多様な新機能を提供しています。

2.8.1 強化されたデータインポートとリンク

EViews 9 では、シリーズオブジェクトは別のワークファイルのオブジェクトや、EViews

にインポートできる他の有効な外部データソース（例えば Excel ファイル、テキストファ

イル、ODBCデータベースなど）にリンクすることができます。必要に応じて、リンク

されたシリーズオブジェクトのリンクの解除と再リンクができ、ワークファイルが開いた

とき、もしくはリクエストがあったときにデータの更新が行われます。

Manage Links and Forumulae ダイアログはこれらの新しいデータリンクを管理す

るために再設計されました。
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リンクプロパティの調査と編集、データリフレッシュ、リンクの解除と復元などを行うこ

とができます。

• より詳しい議論については、ユーザーズガイド I の“リンクの解除” をご覧くだ

さい。

2.8.2 新しい FRED データベースインタフェース

EViews 9 は、セントルイス連邦準備銀行（the Federal Reserve Bank of St Louis）が提

供する FRED データサービスのインタフェースの更新をしました。新しいインターフェ

イスは、FRED データをナビゲートするためのカスタムブラウザが含まれており、歴代

バージョンを取得するためのサポートが追加されました。

新しいインタフェースを使用するには、メインメニューから File/Open Database. .

.を選んでいただき、すべての新しいカスタム FREDデータベースを開いてください。ブ

ラウザ型インタフェースによるナビゲートにより、FRED 内でご利用いただけるデータ

を見つけることが可能です。サブトピックを表示するためには、フォルダアイコンをク

リックしてください。
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さらに、FRED インタフェースは FRED データベースで作業するための便利な機能を

数多く用意しております。たとえば、キーワードサーチ、人気順や更新順での並び替え、

フィルタリング、ヴィンテージハンドリングなどがご利用可能です。
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• ユーザーズガイド Iの“FRED”をご確認ください。

• コマンド& プログラミングリファレンスの“dbopen”もあわせてご確認ください。

2.8.3 クラウドドライブサポート

EViewsから Box、Dropbox、Google Drive、または OneDrive へ直接アクセスすること

が可能になりました。それぞれ File Open. . . ダイアログか File/Save As. . . ダイ

アログからお客様のアカウントにアクセスし、クラウドドライブから直接ファイルを読み

込んだり書き込んだりすることが可能です。
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• より詳しい議論については、ユーザーズガイド I の“クラウドドライブサポート”

をご覧ください。

• コマンド& プログラミングリファレンスの wfopen, wfsave, pageload, pagesave

についても合わせてご確認ください。

2.8.4 日付データテーブルテンプレート

EViews 9 では、日付データテンプレートにより、日付データテーブルの設定を保存した

り読み込んだりすることが可能になりました。
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• より詳しい議論については、ユーザーズガイド Iの“日付データテーブルのテンプ

レート” をご覧ください。

• オブジェクトリファレンスの Group::ddloadtmpl,Group::ddsavetmplも合わせて

ご確認ください。

2.8.5 新しい度数変換の方法

EViews 9 は、既存の度数変換方法を修正しました。さらに、低い度数から高い度数への

新しい変換方法を提供します。

新しい変換の方法は Point, Denton 法, Chow-Lin 法および Litterman 法です。各方法

は多数の異なるマッチポイント（ソースページの期間が目標ページの期間にどのように接
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続されるか）を提供しており、たとえば First, Last, Sum, Averageなどを含みます。

また、既存の Linear と Cubic 法は Firstと Lastにマッチするように拡張されました。

• より詳しい議論については、ユーザーズガイド Iの“度数変換” をご覧ください。

• コマンド& プログラミングリファレンスの“コピー”も合わせてご確認ください。

2.9 グラフ、テーブル、スプール

2.9.1 グラフのパンとズーム

観測データのグラフとグラフビューにおいて、パンとズーム機能が利用可能です（グラフ

サブサンプル表示が可能になりました）。写真をトリミングするように、この機能によっ

て、グラフの一部の詳細を表示することが可能です。

ズームするには、グラフを左クリックし、拡大したい領域の周りにボックスを描画するよ

うにカーソルをドラッグします。
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その後マウスを離します。すると、ボックス内の領域のみを表示するように変更がなされ

ます。また。スライダバーと軸ラベルが新しい表示に応じて変更されます。
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元々のグラフの観測値がトリミングされていることについての表示などはなされないこと

にご注意ください。

パンするには、グラフを右クリックしてマウスカーソルが手のアイコンに変化したら、画

像をドラッグして希望の場所に移動し、マウスを離します。
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ズームとパンはグラフの変更ではなく、グラフ表示の変更であることにご注意ください。

スライダバーと軸ラベルが新しい表示範囲に応じて変わります。グラフをフリーズする

と、現表示のスナップショットを作成します。

Esc キーを押すと、元々のグラフ表示に戻れます。

• より詳しい議論については、ユーザーズガイド I の“グラフサンプル” をご覧くだ

さい。
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2.9.2 マルチグラフスライドショー

EViews 9 は、グラフスライドショーの導入によって、簡単にマルチグラフを作成でき

ます。

単一のグラフフレームに複数のグラフを入れるとき、個別のグラフが小さすぎて、詳細な

情報が確認できないことがあります。例えば、3 変量 VAR モデルのインパルス応答のグ

ラフを考えてみてください。

EViews 9 では、個々のグラフを拡大することや、スライドショー形式で各グラフの内容

を表示することができます。ツールバーのズーム Zoomボタンをクリックすると、スラ

イドショー機能が有効になります。
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上のズームビューの画面をご確認ください。画面の左側には、個々のグラフのギャラリー

があります。右側は選択されたグラフを大きくディスプレイしたものです。矢印キーまた

は Page Up/Page Down を使って、個別グラフを選択できます。またHomeキーと

Endキーで、最初または最後のグラフに移動できます。別の方法として、ギャラリー項

目をクリックすると目標のグラフにジャンプすることもできます。

ズームモードを終了するには ESC をクリックします。

一部のグラフでのみスライドショーを有効にしたい場合は、まずオリジナルグラフに戻っ

ていただき、目標のグラフをクリックまたはドラッグクリックで選択していただきます。
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次に、zoom ボタンまた右クリックで、View/Selected graphs を選択します。これ

で、EViews は選択したグラフのみのギャラリーを表示します。
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• 関連する議論については、ユーザーズガイド Iの“複数シリーズ（グループ）のグ

ラフ化” をご覧ください。

2.9.3 異なるグラフ形式の組み合わせ

EViews9 では、複数の異なるグラフ形式を自由に組み合わせて、同時に表示するための

まったく新しいインタフェースが提供されます。

過去のバージョンの EViewsでは、最初のシリーズかデータの最初の列が棒グラフ、スパ

イクグラフ、エリアプロットで、かつ残りのデータが線グラフとして描画されている場合

にのみ、異なるグラフ形式を組み合わせてディスプレイすることが可能でした。二つより

多いグラフタイプを組み合わせることや、最初のグラフタイプで複数の描画をすることは

できませんでした。

EViews9 では、それぞれのグラフエレメントのタイプを特定化することが可能です。た
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とえば、最初のシリーズをスパイクグラフ、二番目のシリーズを線グラフ、三番目のシ

リーズをエリアに指定することが可能です。もしくは、割り当てを混ぜ合わせることが可

能です。選択はお客様次第です。

MixedをBasic Typeとして選択すると、ダイアログ左側のツリーのGraph typeの

下にMixed settingsが追加されます。このノードをクリックすると、ダイアログ右側

がそれぞれのタイプの設定を表示するように変化します。

たとえば、最初のシリーズはスパイクグラフ、二番目のシリーズは線グラフ、残りの二つ

は棒グラフといったように、グループデータをグラフ化することが可能です。
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• より詳しい議論については、ユーザーズガイド Iの“Mixed” をご覧ください。

• また、オブジェクトリファレンスの“Mixed”も合わせてご確認ください。

2.9.4 矩形と楕円の描画

フリーズしたグラフオブジェクトに矩形や楕円を描くことができます。
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• より詳しい議論については、ユーザーズガイド I の“矩形と楕円の作成” をご覧く

ださい。

• また、オブジェクトリファレンスの“addellipse”, “addrect”も合わせてご確認くだ

さい。

2.9.5 データによるアンカリング

グラフにおける矢印やテキストオブジェクトの位置は、デフォルトではグラフの左上から

の相対的な仮想インチで規定されています。このアプローチはいくつかのタイプの描画に

おいて便利であるものの、特定のデータポイントまたは日付にオブジェクトを配置するこ

とに問題がありました。例えば、異常値や特定の日付の観測値を識別することに問題があ

ります。データバリューや観測値から、仮想インチへ変換する明確な方法がないため、オ

ブジェクトを配置することがきわめて難しいということがその一例です。さらに、もしグ

ラフの軸範囲、サンプル、またはグラフのアスペクト比を変更すると、この絶対的な位置

決めの方法は機能しなくなります。



38 第 2章 EViews 9の新機能

EViews 9 においては、グラフの固定されたデータ/日付ポイントに対して、矢印および

新しい長方形と楕円形状の描画オブジェクトを付け加えることが可能です。例えば、オブ

ジェクトを 1990 年 1月に配置したり、Xの観測値が最大となるポイントに配置したりす

ることが可能です。

同様に、オブジェクトのサイズを、観測値やデータユニットとの関連で表現することもで

きます。たとえば、”横 2 年、縦 10.5データユニットの長方形”を描画できます。

このように特定化が容易になったことに加え、グラフフレームまたは軸を変更すると、オ

ブジェクトがこの変更に応じて自動的に移動するようになります。

• より詳しい議論については、ユーザーズガイド I の“データによるアンカリング”

をご覧ください。

• また、オブジェクトリファレンスの“addarrow”、“addellipse”、“addrect”も合わ

せてご確認ください。
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2.9.6 LaTeX出力

テーブル、グラフ、スプールオブジェクトを LaTeX フォーマットで保存することが可能

になりました。この機能はテーブル、グラフ、スプールをハードディスクに保存する度に

利用可能です。これらのケースにおいて、ファイルの種類のコンボを“LaTeX ファイル”

にすると、利用可能なオプションが表示されます。

グラフ、テーブル、スプールを PDFとして保存することも標準セーブダイアログに含ま

れています。グラフ、テーブル、スプールオブジェクトで右クリックし、Save graph to

disk...、Save table to disk..、 Save to Disk,のいずれかを選択してください。標準

的なファイルセーブダイアログが表示されますので、File typeドロップダウンメニュー

から、PDFを選択してください。

EViews9では、LaTeXもテーブルオブジェクトのアウトプットタイプとしてサポートさ

れています。
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コマンドラインについては、

• オブジェクトリファレンスの Graph::save

• オブジェクトリファレンスの Table::save

• オブジェクトリファレンスの Spool::save

を参照してください。

2.10 計量経済学と統計学の機能

EViews 9 では計量経済学と統計学の機能が広範囲に渡って改善・追加されました。以下

の内容は、最も重要な新機能の簡単な概要です。

2.10.1 自動 ARIMA 予測

自動 ARIMA 予測は、ARIMA モデルに基づいた単一シリーズのための予測方法です。

既存の EViews の推定式オブジェクトでも、ARIMA モデルの操作と推定について高度な

ツールを提供しておりますが、EViews 9 には適切な ARIMA仕様を迅速に決定して予測

を行う、自動 ARIMA予測機能が存在します。シリーズオブジェクトの Proc メニュー

より、この機能を利用することが可能です。
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• より詳しい議論については、ユーザーズガイド II の“自動 ARIMA予測” をご覧く

ださい。

• また、オブジェクトリファレンスの Series::autoarmaも合わせてご確認ください。

2.10.2 予測評価

変数の将来値を予測する場合、意思決定者は頻繁に異なる予測値に直面することになりま

す。たとえばモデルを変えると予測値が変わったり、算出した予測値が外部ソースから得

られた予測値と異なったりといったことが起きます。同じ変数について異なった予測値が

得られる場合、ベストな予測値を選ぶことが難しくなります。幸いなことに、EViews 9

では、どの予測値がベストなのか、あるいは複数の予測値を平均して用いるべきなのかを

評価するためのツールが提供されています。

１つまたは複数の予測結果がある場合、EViews は RMSE (Root Mean Squared Error),

MAE(Mean Absolute Error), MAPE (Mean Absolute Percentage Error), および Theil

Inequality Coefficientという４つの異なる指標を予測精度の尺度として計算します。
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さらに、EViews9 では組み合わせ検定（Combination Test）や予測包括検定（Forecast

EncompassingTest; Chong and Hendry, 1986, Timmermann, 2006) をサポートしてお

り、複数の予測の平均値が個別の予測より優れているかどうかを評価します。

EViews で予測評価を実行するには、予測値を評価したいと思っている変数の実績値

を含むシリーズが必要です。検定を実行するには、シリーズを開き、View/Forecast

Evaluation... をクリックして、ForecastEvaluation ダイアログボックスを開きます：

• より詳しい議論については、ユーザーズガイド Iの”予測評価” をご覧ください。

• また、オブジェクトリファレンスの Series::forcevalについても合わせてご確認く

ださい。

2.10.3 予測平均

経済予測をする専門家は、異なるモデルや異なる予測値からどれかを選択することをしば

しば迫られます。伝統的には、個別の予測結果の中から最も予測力の優れたものが選択さ

れてきました。しかし、いくつかの研究（Timmermann 2006）で、複数の予測の平均は
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単一予測よりも正確であることが示されました。

予測の平均化や予測の組み合わせは、複数の予測値から単一予測値を作成する一つの方法

です。EViews 9 は予測の平均化を実行するための便利なツール（単純平均法、最小二乗

法、平均二乗誤差法、平均二乗誤差ランク法、平滑化 AIC 法、近似ベイズモデル平均法、

トリミング平均値、単純中央値法など）を提供します。

予測平均を実行するには、予測したいシリーズから操作を始めます。予測加重法のいくつ

かは重みを計算するために実際のデータを必要とし、これらのケースにおいては予測値が

利用可能な観測値について、予測する変数の実績値が含まれている必要があります。

シリーズオブジェクトを開き、Proc/Forecast Averaging... をクリックして、Fore-

cast Averagingダイアログボックスを表示します：

Forecast data objects ボックスで、予測平均に利用する予測値を選択します。予測値

は、シリーズの集合（シリーズの名前、シリーズのネーミングパターン、グループの名前）

もしくは推定式オブジェクトのリストとして入力することが可能です。推定式オブジェ

クトが入力されると、EViews は自動的に予測期間におけるダイナミック予測を実行しま

す。これは予測値を生成しているそれぞれの推定式オブジェクトに基づきます。

• より詳しい議論については、ユーザーズガイド Iの”予測平均” をご覧ください。
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• また、オブジェクトリファレンスの Series::forcavgについても合わせてご確認くだ

さい。

2.10.4 VAR予測

以前は、推定された VAR オブジェクトから予測を行うためには、VARよりモデルオブ

ジェクトを作成し、その後モデルを解かなければなりませんでした。この手順は、特にモ

デルとシナリオの操作に慣れてない人に対して面倒です。

EViews 9 では、VAR オブジェクトから直接に予測を行うことができます。そのために、

Forecast ボタンをクリックするか、Proc/Forecast を選択して予測ダイアログを表示

します。

ダイアログを入力し、OKを押します。EViewsは予測を実行します。
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この場合、アウトプットは VARのすべてのシリーズの予測評価を含むスプールと、個々

の予測値のグラフからなります。

• より詳しい議論については、ユーザーズガイド IIの”予測” をご覧ください。

• また、オブジェクトリファレンスの Var::fit、Var::forecastについても合わせてご

確認ください。

2.10.5 自己回帰分布ラグ (ARDL) モデル

EViews 9 は、自己回帰分布ラグ（ARDL）モデルのための新しいツールを提供していま

す。自己回帰分布ラグ（ARDL）モデルは従属変数と独立変数の両方のラグを説明変数と

して含む標準的な最小二乗推定です。

ARDL モデルは、数十年にわたって計量経済学で使用されてきましたが、近年、変数間

の長期関係または共和分関係の分析手法として（Pesaran and Shin, 1999; Pesaran, Shin

and Smith, 2001）人気を集めています。

EViews は、ARDL モデルの推定について、さまざまのツール（ビルトインされたラグ期
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間選択法,共和分関係推定, 長期関係に関する Bounds テストなど）を提供しています。

ARDL モデルを推定するには、推定式 ダイアログを開き、Quick/Estimate Equa-

tion. . . ,を選択するか、Object/New Object. . . /Equation を選択し、Method

ドロップダウンメニューよりARDL を選択してください。このような ARDL モデル推

定ダイアログが開きます：

• より詳しい議論については、ユーザーズガイド II の”自己回帰分布ラグ（ARDL)

モデル” をご覧ください。

• また、オブジェクトリファレンスの Equation::ardl、Equation::icgraph、Equa-

tion::ictable、Equation::cointrep、Equation::cointgraph、Equation::boundstest、

Equation::makecointについても合わせてご確認ください。
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2.10.6 MLと GLSによる ARMA

EViews 9では、既存の CLS ベースの推定法に加えて、ML と GLS による ARMA モデ

ルの推定ができるようになりました。これらのモデルの推定は、正確な尤度を評価するた

めに、カルマンフィルターを用いることをフィーチャーしています (Hamilton 1994)。

推定式オブジェクトのダイアログより、“Option”タブをクリックします。このダイアロ

グの右上隅にある ARMA セクションには、ARMA モデルを推定するための新しいオ

プションが表示されます。

ML、GLS 、CLS 法の選択に加えて、ARMAの初期値、最適化方法、および係数の共分

散推定値の計算方法などを選択することが可能です。

• より詳しい議論については、ユーザーズガイド IIの”時系列回帰” をご覧ください。

• また、オブジェクトリファレンスの Equation::ls についても合わせてご確認くだ
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さい。

2.10.7 実数和分 (ARFIMA)

自己相関が持続的である場合、定常過程は長期記憶を持っていると称されます。長期的

な依存関係をモデリングする場合、望ましくない短期的な動学過程を伴うより高次の

ARMAモデルを用いることになるため (Sowell, 1992)、標準的な ARMAの特定化にお

いては困難が生じます。

長期記憶過程のモデリングにおいての一つの代表的なアプローチは実数和分 (fractional

integration; Granger and Joyeux, 1980, Hosking, 1981)を用いることです。実数和分さ

れたシリーズは長期記憶を持ちますが I(1) ではありません。実数和分と ARMA を組み

合わせることで、ARFIMAモデルを得ることができます。ARFIMAモデルは長期依存

関係をコントロールする実数和分のパラメータ dを含むため、短期と長期の動学を分けて

モデリングすることが可能です。

EViewsはMLかGLSを通した、ARFIMAモデルの正確な最尤推定をサポートしていま

す。Sowell (1992) 、Doornik and Ooms (2003)で提示された効率的なアルゴリズムを利

用しています。サポートされている特長の中には、Geweke and Porter-Hundlak (1983)

による log-periodogram 回帰を用いた d の自動初期化機能や、係数とスケールについて

の尤度関数のコンセントレーションが含まれます。
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ARFIMA モデルの推定をするには、ARMA モデルを定義し、その後説明変数に“D”を

加えることによって、積分項を推定することを EViews に指示します。

• より詳しい議論については、ユーザーズガイド IIの”時系列回帰” をご覧ください。

• また、オブジェクトリファレンスの Equation::ls についても合わせてご確認くだ

さい。

2.10.8 パネル ARDLとプール平均グループ (Pooled Mean Group, PMG)

推定

EViews 9 は、固定効果の ARDL モデルについて、Pesaran、Shin and Smith (PSS,

1999) のプール平均グループ (Pooled Mean Group, PMG) 推定をサポートしています。

期間が大きいパネルの分析においては、代案となる GMM 推定量が適切ではないためこ
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の方法は人気があります。

PMG はシンプルな ARDL モデルにおける共和分の形式を取り、それをパネルに適用し

たもので、切片、短期係数、共和分項がクロスセクションで異なることを許可します。

• より詳しい議論については、ユーザーズガイド IIの”プール平均グループ推定” を

ご覧ください。

• また、オブジェクトリファレンスの Equation::ardl についても合わせてご確認く

ださい。
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2.10.9 閾値回帰分析

EViews 9では閾値回帰モデル (TR)を推定することができます。閾値回帰モデルは、閾

値変数が境界値を越えると係数の推定値が変化する線形回帰モデルです。このモデルクラ

スは、有名な閾値自己回帰モデル (TAR)を含みます。

閾値回帰分析を行うためには、equation estimationのコンボより、Threshold Regres-

sion を選択してください。

• より詳しい議論については、ユーザーズガイド IIの”閾値回帰” をご覧ください。

• また、オブジェクトリファレンスの Equation::thresholdについても合わせてご確

認ください。
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2.10.10 最適化エンジンと係数の共分散

EViews9 では、多くのおなじみの EViews 推定法に、すべての新しい推定エンジンを統

合しています。

新しいエンジンは、信頼領域アプローチ (More and Sorensen,1983) を実装し、Broyden-

Fletcher-Goldfarb-Shanno (BFGS), Gauss-Newton and BHHH,Newton-Raphson, お

よび Fisher Scoring アルゴリズムをサポートします。

新しい最適化エンジンの重要なベネフィットの一つは、今まで提供されていなかった

ヘッセ行列の数値的 2 二階微分推定値が利用可能になったことです。二階微分が利用可

能になることによって、係数の共分散の推定量に、情報行列からの新しい推定量、また

は Huber-Whiteタイプのサンドイッチ推定量の機能強化といった新しい選択肢が加わり

ます。
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次の既存の推定において、新しい推定エンジンが利用可能です。

• 非線形最小二乗法
• ARMA

• 二値選択モデル
• カウントデータ分析
• 順序選択モデル
• 打ち切りデータ分析
• ARCH(single equation and system)

• スイッチング回帰
• GLM

• ヘックマンのセレクションモデル
• システム FIML

• 状態空間モデル
• ユーザ定義の尤度推定

より詳しい議論については、

• ユーザーズガイド IIの”最適化手法”や、

• 多様な推定コマンドに関するエントリ、たとえばオブジェクトリファレンス内の
Equation::lsをご確認ください。

2.10.11 ブレークポイント付き単位根検定

EViews 9 は一つの構造変化によってレベルとトレンドが変化する状況に対応した、修

正 Dickey-Fuller テストをサポートしています。このテストフレームワークは、Per-

ron(1989), Perron and Vogelsang (1992), Vogelsang and Perron (1998), Banerjee, et

al. (1992) の研究に従います。

多様な構造変化の日付とタイプ、異なるデータトレンドの特定化に関して対応できる単位

根検定が用意されています。ブレークポイント付き単位根検定を行うためには、シリーズ

のメニューよりView/Breakpoint Unit Root Testを選択してください。
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ダイアログに入力を行い、OKを押してください。EViewsは検定結果を表示し、デフォ

ルトでは、検定結果表を含むスプールオブジェクトと、
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ブレークポイント選択結果のグラフを表示します。
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• より詳しい議論については、ユーザーズガイド IIの”ブレークポイント付き単位根

検定” をご覧ください。

• また、オブジェクトリファレンスの Series::burootについても合わせてご確認くだ

さい。

2.10.12 パネルデータの横断面依存検定

EViews 9 はパネルデータの横断面依存検定（cross-section dependence, CD) に対応して

います。パネル推定やパネルシリーズのセッティングにおいて、Breusch-Pagan (1980)

による LM、Pesaran (2004) による scaled LMと CD、Baltagi, Feng, and Kao (2012)

による bias-corrected scaled LM testsを実行することが可能です。

パネルシリーズに対する検定を行うためには、パネルシリーズを開き、View/Cross-

section Dependence Testを選んでください。パネル推定の残差に対して検定を行い

たい場合は、View/Residual Diagnostics/Cross-Section Dependence Test を

選択してください。
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EViewsによる統計量の計算が行われ、結果が表形式で表示されます。
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• より詳しい議論については、ユーザーズガイド IIの”パネルデータの横断面依存検

定” をご覧ください。

• また、オブジェクトリファレンスの Equation::cdtest についても合わせてご確認

ください。

2.10.13 パネルランダム効果検定

EViews 9 では、パネルやプールドデータの推定において、個人と時点それぞれの観察

不可能なランダム効果の検定を行うことができます。EViews は Breush-Pagan(1980)に

よる LM test, Baltagi and Li (199), Honda(1985), King and Wu (1997), Gourieroux,

Holly, and Monfort (1982), Moulton and Randolph(1989) による Standardized LM

tests の計算ができます。

検定統計量を計算するためには、パネル推定された equation オブジェクトより、

View/Fixed-Random Effects Testing/Omitted Random Effects - Lagrange

Multiplierを選択してください。
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すべての検定結果はオブジェクトウィンドウに表示されます。
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• より詳しい議論については、ユーザーズガイド IIの”ランダム効果の LM検定” を

ご覧ください。

• また、オブジェクトリファレンスの Equation::rcomptestについても合わせてご確

認ください。
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2.11 その他の特徴

これまで言及されてこなかったもの以外にも、多くの特徴と改善があります。

2.11.1 シリーズ生成のための関数

これらの関数はそれぞれの観測値の累積値を返します:

関数 説明

@cummedian(arg1[, s]) arg1の累積メディアン

@cummedianb(arg1[, s]) arg1の後方累積メディアン

@cumquantile(arg1,arg2[,s]) arg1の累積 arg2分位点

@cumquantileb(arg1, arg2[,s]) arg1の後方累積 arg2分位点

より詳しくは、コマンド& プログラミングリファレンスの“累積統計量の関数” を参照し

てください。

2.11.2 記述統計

次の関数がアルファシリーズをサポートするようにアップデートされました。

@obs(x[, s]) 現在のサンプル中にある Xの非欠落観測値の数

2.11.3 要素情報

次の関数がアルファシリーズをサポートするようにアップデートされました。
関数 名前 説明

@first(x) 最初の要素 現在のサンプル中の、最初の非欠落要素を返します

@ifirst(x) 最初の要素のインデックス 現在のサンプル中の、最初の非欠落要素のワーク

ファイルインデックスを返します

@ilast(x) 最後の要素のインデックス 現在のサンプル中の、最後の非欠落要素のワーク

ファイルインデックスを返します

@last(x) 最後の要素 現在のサンプル中の、最初の非欠落要素を返します
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2.11.4 行列言語ツール

行列のインポート

行列オブジェクトにデータをインポートするエンジンが、Excel XML, HTML, ウェブ

ベースのファイルをサポートするようになりました。また、多くの特徴が追加されてい

ます。

importmat: 外部ファイルから現在のワークファイル中の行列オブジェクトにデータを

インポートします。

行列関数

EViews9 は行列やベクトルの最大値、最小値を見つけ出す新しい便利な関数を用意して

います。これらの関数は以前から利用可能だったシリーズオブジェクトに対する同等の機

能を忠実に反映したものです。

@maxes............ オブジェクトの最大値のベクトルを返します。大きいものから小さい

ものに並び替えられます。

@mins............オブジェクトの最小値のベクトルを返します。小さいものから大きいも

のに並び替えられます。

(コマンド& プログラミングリファレンスを参照のこと)

文字と文字ベクトルの関数

これらの新しい文字列関数は文字ベクトルでの作業を容易にし、文字ベクトルと文字リス

トの間でのデータの移動を容易にします。

@vcat............二つのマトリックスオブジェクトを縦に連結します（文字ベクトルに対す

る新しいサポート)。

@wjoin............文字ベクトルオブジェクトの内容について、スペース区切りの文字リス

トを返します。

@wsplit............文字リストを要素として持つ文字ベクトルを返します。

(コマンド& プログラミングリファレンスを参照のこと)
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2.11.5 テーブルツール

EViews9では、テーブルでの作業に対するサポートプログラムが強化されました。

• ttom関数はテーブルの数値コンテンツを行列オブジェクトにエクスポートします。

これにより、テーブルから結果を抽出するのが容易になりました。

• importtbl により、外部ソースのデータを直接 EViews のテーブルオブジェクト

にインポートすることが可能になりました。インポートエンジンは Excel XML,

HTML, ウェブベースのファイルをサポートするようになりました。また、多くの

特徴が追加されています。

(コマンド& プログラミングリファレンスを参照のこと)

2.11.6 一般的な情報ツール

一般的な関数

さらに、次のような新しい関数が、EViewsアプリケーションの環境についての情報を得

るために提供されています。

@datapath............ EViewsの現在のデータディレクトリの値を含む文字列を返します

。

@linepath ............ 現在実行されているプログラムの値を含む文字列を返します。

@runpath............. 現在実行されているプログラムの場所を含む文字列を返します。

(コマンド& プログラミングリファレンスを参照のこと)

日付関数

これらの新しい文字列関数は、タイムゾーンの情報を返します。

@localt ................ 協定世界時 (Coordinated Universal Time, UTC) における時間イ

ンプットを、ローカルタイムゾーンによるそれに変換します。

@tz ......................元となるタイムゾーンにおける時間インプットを、対象のタイムゾー

ンにおけるそれに変換します。

@tzlist ..................現在のマシンで利用可能なすべてのタイムゾーンの説明を、スペー

ス区切りのリストとして出力します 。
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@tzspec ................入力したテキストの情報を説明として含む最初のタイムゾーンの情

報を返します。

@utc..................... ローカルタイムゾーンにおける時間インプットを、協定世界時

(Coordinated Universal Time, UTC) におけるそれに変換します。

(コマンド& プログラミングリファレンスを参照のこと)

関連する情報については、コマンド& プログラミングリファレンス の “Dates” を参照。

ダイアログ表示関数

自分自身でダイアログコントロールを作るための新しい機能があります。

@uimlist...............マルチ選択可能なリストのダイアログを表示します.

(コマンド& プログラミングリファレンスを参照のこと)

2.11.7 オブジェクトデータメンバー

EViews9ではオブジェクトデータメンバーが拡張されました。

推定式データメンバー

スカラー

@breaks ............... ブレークポイント付き最小二乗法におけるブレークポイントを数

える。

@thresholds..........閾値推定における閾値を数える。

ベクトルと行列

@ardlcoint ............ARDL推定の共和分関係より係数を取り出す

@ardlsrcoefs ..........それぞれの行が個々のクロスセクションの短期係数であるような

行列を出力する。PMG/ ARDL推定でのみ有効。

@ardlsrses ............. それぞれの行が個々のクロスセクションの短期係数の標準誤差で

あるような行列を出力する。PMG/ ARDL推定でのみ有効。

文字

@ardlcointsubst ....サブスティチュートされた係数を持つ ARDL推定の共和分関係の

文字列表現を出力する。
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グラフデータメンバー

スカラー

@axispos(value, axis) ..... グラフ上における、特定のデータバリューの位置を仮想

インチとして出力する。value は特定化された軸と同じ単位である必要がある。日付が

value として特定化されている場合、その文字は引用符に囲まれている必要があります。

axisとして適切な値は“t”, “l”, “b”, “r” で、それぞれ top, left, bottom, rightという意

味です。

2.11.8 アップデートされたコマンドリスト

(特に説明のない限り、すべてのオブジェクトビューとプロシージャーはコマンド& プロ

グラミングリファレンスにあります)

コマンド

importmat ............ 現在のワークファイル内にある行列オブジェクトに外部ファイル

からデータをインポートする。

importtbl .............. 現在のワークファイル内にあるテーブルオブジェクトに外部ファ

イルからデータをインポートする。

pageload............... 別のワークファイルか外部データソースから、ワークファイルに

ページをロードする (新機能)。

wfopen ................. 既に保存されているワークファイルをハードディスクから読み込む

か、外部データソースの内容を新しいワークファイルに読み込む (新機能)。

グラフ作成コマンド

mixed................... 複数のグラフタイプがミックスされたグラフを作る (オブジェクト

リファレンス)。

インタラクティブユーズコマンド

arch ..................... ARCHモデルと GARCHモデルの推定 (新しい最適化サポート) 。
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binary .................. 二値選択モデル (probit, logit, gompit など) (新しい最適化サ

ポート)。

censored............... 打ち切りデータと切断データの推定 (tobit など) (新しい最適化サ

ポート)。

fit......................... 推定式からの静学的予想。

forecast ................ 推定式からの動学的予想。

glm ...................... 一般化線形モデル (GLM) の推定 (新しい最適化サポート)。

ls ......................... 最小二乗法、非線形最小二乗法、ARMA の推定 (新しい最適化と

ML-ARMA、ARFIMAの推定に関するサポート)。

heckit ...................最尤法か二段階推定法による、ヘックマンのセレクションモデルの

推定 (新しい最適化サポート)。

ordered ................. 順序データに対する推定 (ordered probit, ordered logit, ordered

extreme value modelsなど) (新しい最適化サポート)。

switchreg ..............外生的スイッチングモデルとマルコフスイッチングモデルに関する

推定 (新しい最適化サポート)。

threshold...............閾値推定。閾値自己回帰モデルを含む。

行列コマンド

stom .....................欠落観測値を削除した後、シリーズかグループオブジェクトをベク

トルか行列に変換する (alpha seriesと svectorをサポート)。

stomna..................欠落観測値を削除せずに、シリーズかグループオブジェクトをベク

トルか行列に変換する (alpha seriesと svectorをサポート)。

ttom......................テーブルの数値コンテンツで行列を埋める。

プログラミングコマンド

addin ....................EViews アドインとしてプログラムファイルを登録する (アップ

デート)。

2.11.9 アップデートされたオブジェクトリスト

(特に説明のない限り、すべてのオブジェクトビューとプロシージャーはオブジェクトリ

ファレンスにあります)
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すべてのオブジェクト

オブジェクトプロシージャー

clearhist ................ヒストリー属性の内容をクリアする。

推定式 (equation）オブジェクト

推定手法

ardl.......................自己回帰分布ラグモデル.

binary ................... 二値選択モデル (probit, logit, gompit など) (新しい最適化サ

ポート)。

censored ............... 打ち切りデータと切断データの推定 (tobitなど) (新しい最適化サ

ポート)。

glm .......................一般化線形モデル (GLM) の推定 (新しい最適化サポート)。

ls .......................... 最小二乗法、非線形最小二乗法、ARMA の推定 (新しい最適化と

ML-ARMA、ARFIMAの推定に関するサポート)。

heckit ...................最尤法か二段階推定法による、ヘックマンのセレクションモデルの

推定 (新しい最適化サポート)。

ordered................. 順序データに対する推定 (ordered probit, ordered logit, ordered

extreme value modelsなど) (新しい最適化サポート)。

switchreg ............. 外生的スイッチングモデルとマルコフスイッチングモデルに関する

推定 (新しい最適化サポート)。

threshold .............. 閾値推定。閾値自己回帰モデルを含む。

推定のビュー

boundstest............ Pesaran, Shin and Smith (2001)による ARDL推定式の長期関係

のバウンドテストを行う。

cdtest ...................パネル推定の残差について、横断面依存検定を行う。

cointgraph ............ ARDL推定式の推定された共和分関係についてグラフを表示する。

cointrep................ ARDL推定式の長期係数テーブルより、推定された共和分関係を表

示する。

icgraph................. 推定中のモデルセレクションでトップ 20だったモデルについて、選

択基準のグラフを表示する。
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ictable ..................推定中のモデルセレクションでトップ 20だったモデルについて、対

数尤度と選択基準のテーブルを表示する。

rcomptest ............. パネル推定の残差を使い、横断面と時点面のランダム効果について

の検定を行う。

推定のプロシージャー

fit......................... 推定式からの静学的予想を出力する。

forecast ................ 推定式からの動学的予想を出力する。

makecoint ............ ARDL 推移定式から、推定された共和分関係を含むシリーズを作

り出す。

グラフ

Graph Procs

addarrow.............. グラフに線や矢印を描く (新しい特徴)。

addellipse............. グラフに楕円を描く。

addrect.................グラフに長方形を描く。

save..................... グラフィックファイルにグラフを保存する (新しい LaTeX保存)。

グループ

グループビュー

uroot .................... (パネル)単位根検定をシリーズのグループに行う (アップデート)。

グループプロシージャー

ddloadtmpl............日付データテーブルの設定をロード。

ddrowopts ............. グループのシリーズの日付データテーブルビューの個々の行のオ

プションをセットする。

ddsavetmpl............日付データテーブルの設定をセーブ。

ddtabopts .............. グループのシリーズの日付データテーブルビューのテーブルデ

フォルトオプションをセットする。

insertobs ...............シリーズの観測値を空白を挿入しながら上下シフトさせる。

LogL

LogL法
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ml.........................最尤推定 (新しい最適化サポート)。

行列

行列プロシージャー

setcollabels ...........行列オブジェクトのスプレッドシートに列ヘッダーをセットする。

setrowlabels ..........行列オブジェクトのスプレッドシートに行ヘッダーをセットする。

モデル

モデルプロシージャー

addassign ..............推定式にアドファクターを割り当てる。

addinit ..................アドファクターを初期化する。

addover................. アドファクターの上書きについて、アクティブシナリオをセット

する。

unlink...................モデル特定化のリンクを解除する 。

update ..................モデル特定化をアップデートする。

プールビュー

uroot....................プールされたシリーズに（パネル）単位根検定を実行する。

シリーズ

シリーズビュー

buroot...................単一の構造変化を許した単位根検定を実行する。

cdtest ....................パネルシリーズの横断面か時系列面の依存性について検定を行う。

forceval .................シリーズの異なる予測値を評価し、コンビネーションテストを実行

する 。

uroot.....................（パネル構造の）シリーズに対して単位根検定を行う。

シリーズプロシージャー

autoarma.............. 自動的に選択された特定化の ARIMA モデルから得られたシリー

ズを使って予測を行う。

forcavg ................. シリーズの平均予測。

insertobs .............. シリーズの観測値を空白を挿入しながら上下シフトさせる。

makepanpcomp .... パネルシリーズの主成分分析からスコアを保存する。
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x13 ...................... Census X-13ARIMA-SEATS 法を用いてシリーズの季節調整を

行う。

スプール

スプールプロシージャー

save ..................... スプールオブジェクトを CSV, tab区切りの ASCIIテキスト, RTF,

PDF, LaTeX 形式でハードディスクに保存する (LaTeX形式の保存に新しく対応)。

Sspace

Sspace法

ml ........................ 最尤推定もしくはフィルターの初期化 (新しい最適化サポート)。

システム

システム法

arch ..................... GARCHモデルの推定 (新しい最適化サポート)。

fiml ......................FIMLの推定 (新しい最適化サポート)。

テーブル

テーブルプロシージャー

save ..................... テーブルオブジェクトを CSV, tab区切りの ASCIIテキスト, RTF,

HTML, PDF, LaTeX 形式でハードディスクに保存する (LaTeX形式の保存に新しく対

応) save table object to disk as a CSV, tab-delimited ASCII text, RTF, HTML, PDF,

or LaTeX file(LaTeX形式の保存に新しく対応)。

VAR

Varプロシージャー

fit......................... 推定された VARより静的予測を出力する。

forecast ................ 推定された VARより動的予測を出力する。

2.12 EViews 9の互換性について

既存バージョンのユーザー様のために、EViews9 の互換性について説明させていただき

ます。
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2.12.1 Workfile Compatibility

いくつかの例外を除いて、EViews9のワークファイルは EViews8のワークファイルと互

換性があります。ただし、次のオブジェクトは EViews9で新しく追加されたか修正され

たものであることにお気をつけください。

• 新しい特徴を採用した手法で推定された Equation オブジェクト (閾値回帰,

ARDL, ML ARMA, ARFIMA.)

もしお客様が以上のオブジェクトを保存したファイルを以前のバージョンの EViewsで読

み込んだ場合、Eviewsは互換性のないオブジェクトを削除し、いくつかのオブジェクト

が読み込めなかったことを知らせます。もしその後ワークファイルを保存した場合、それ

らのオブジェクトは失われることになります。これらのオブジェクトを含むワークファイ

ルを以前のバージョンの EViewsでお使いになりたい場合、あらかじめワークファイルの

コピーを取っておくことをお勧めいたします。

これとは対照的に、EViews9 で提供された新しい推定手法については十分な互換性があ

ると考えられます。この場合は古いバージョンの EViewsでワークファイルを開くことが

できますが、いくつかの互換性の問題が残っています。

たとえば、新しい最適化エンジン（たとえば BFGS) を用いて非線形最小二乗法による

推定を行った場合、元々の式は古いバージョンの EViewsで読み込むことができますが、

新しいオプションは無視されます。もしその後その推定式を用いて作業を行った場合、

EViewsはより新しい手法が用いられていたことは気にしません。とりわけ、EViews9で

は EViews8ではできなかった係数共分散法を用いたワルドテストができるようになった

ことにお気をつけください。バージョンによって結果が異なる場合、注意していただくこ

とをお勧めいたします。
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